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平成 29 年 11 月 12 日（日）午後 2 時 45 分～5 時頃（開場 午後 2 時 30 分） 

KARTH 勉強会 

KARTH 勉強会「伝統的木造建造物の保全・活用の課題を考える」 
    

 当会は平成 10 年に発足以降、各地の様々な分野の研究者、木造伝統構法の技能者・職方、設計者、

施工者、市民の方々等のご指導・ご協力を頂いた総合的知見を活かした協働研究方式で、「京都の木造

伝統文化の魅力を活かした安心して暮らし続けられる住まい・まちづくりの実現」のための総合的・工

学的な研究開発・提案と研究成果の啓発（市民向け・建築実務者向け指針、マニュアル作成、セミナー

開催他）に取り組んできました。 

今回は、京都の木造伝統文化の魅力を護り活かした手法で伝統木造建築に今後も安心して暮らし続け

るための様々な課題の解決策を様々な分野の方々と考える勉強会を開催します。お気軽にご参加下さい。  

  

1．「京都の土壁文化の保全・再生に向けてー土壁を使いやすい環境を整備するー」  

KARTH 耐震・防火・土壁研究チーム 田村佳英（悠計画研究所）、武田眞理子（同左） 

 当会では平成 11 年以降、京都の土壁（竹小舞下地）の伝統木造住宅の保全・再生に向けた耐

震・防火実験、研究等に継続的に取り組み、現在は、京都左官協同組合と京都工芸繊維大学森

迫清隆教授＆村本 真 講師との共同研究として、実験で確認された優れた耐震性を備えた良質

な土壁を現場で確実に実現するための品質管理体制整備に向けた研究に取り組んでいます。 

今回は、これまでの当会の研究成果の概要をご紹介した上で、京都の歴史

的まちなみ、木造伝統住文化の魅力を支えてきた 1300 年の歴史を持つ土壁

文化を護りながら快適で安心して暮らし続けられる住まい・まちづくりを整

備していくための課題「土壁を使いやすい環境を整備する」ための解決策を

参加者のみなさまと共に考えたいと思います。 
 

意見交換 
 
 

2.「伝統木造建築の活用と防火安全基準の取り組み」  

長谷見 雄二（早稲田大学教授） 

既存京町家等を活用する場合、建築基準法の規定を適用することが困難な場合が多いため、京都

市では、景観的、文化的価値を有する京町家等の歴史的建築物を良好な状態で保存し活用しながら

次世代に継承できるように、建築基準法の適用除外規定を活用した「京都市歴史的建築物の保存及

び活用に関する条例」を制定・運用しています。さらに、同条例により建築基準法適用除外を行う

際の「技術的基準（包括同意基準）」を今年 1 月に制定しました（全国初）。その結果、法で認め

られていない仕様でも、「法で求められる性能について実験で検証が行われたもの」については「代

替基準」として使用できるようになりました＊。 

このように、歴史的建築物活用に向けた法基準の運用が各地で始められましたが、地域や活用法

ごとに様々な課題がみられます。この流れに、どのように取り組んでいく必要があるかを考えます。  
 

意見交換 
 
 
 

●会  場：西陣 蘖
ヒコバエ

ノ家（京都市上京区上立売通
カミタチウリドオリ

浄福寺西入姥ヶ東西町 632 番地、 

築約 160 年の江戸後期町家を 2000 年に木造伝統構法で防火・耐震改修） 
 
●参 加 費：1000 円（会員 500 円、学生無料、当日配布資料付） 
 
●参加方法：お名前、所属、電話・ＦＡＸ番号、メールアドレスを明記の上、11 月 6 日（月）迄にＦＡＸ

又はメールでお申込み下さい。申込時点で参加受理とさせて頂き、ご返事は省略させて頂

きます。 
 
●参加申込み・問合先：NPO 法人 関西木造住文化研究会（略称 KARTH：カース）          

TEL 075-411-2730 悠計画研究所、FAX 075-411-2725、E-mail info@karth.sakura.ne.jp  

 http://karth.org/ 、住所は会場に同じ 
                                                      

 
「歴史的まちなみの伝統木造建築の保全・活用の課題を考える」 
 

 
 

 
 

 
京都市内の壁土原土の

採取現場（平成 10 年時点） 
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＊京町家の外壁ファサードによく見られる「土壁真壁腰板張り仕様」については、平成 14 年度 KARTH「京町家

防火・耐震工法開発の基礎研究」（京都市補助研究、協働研究）の一環で実験した「土壁真壁腰板張り防火

補強仕様」が「代替基準」として扱われています。同仕様は防火構造としては認められていませんが、実験で

防火構造性能を保有していることが検証されているためです。   

（参考）京都市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例、技術的基準（包括同意基準）について 

⇒http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000157989.html 
  
■会場への交通アクセス  
●最寄のバス停「今出川浄福寺」、「千本今出川」、「千本上

立売」より 徒歩約 5 分、目印：角地、お地蔵さんのある家 
 
●JR 京都駅より（所要時間 約 40 分） 

①地下鉄利用の場合 

地下鉄烏丸線「烏丸今出川」駅下車、3番出口、 烏丸

今出川交差点の今出川通東側バス停から西行きバス

乗車、 「今出川浄福寺」下車 
 

②市バス利用の場合 

JR 京都駅北側（烏丸口）バス乗り場 A3 の 206 番に乗

車、バス停「千本上立売」下車又は B2 の 50 番、101 番

乗車、バス停「千本今出川」下車 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■KARTH とは 

★当会は、平成 10 年に発足以降、京町家をモデルとして、「地域固有の木造伝統文化を活かした安心し

て暮らし続けられる住まい・まちづくりの実現」のための総合的・工学的な研究開発・提案・実践活

動に、各地の様々な分野の研究者、木造伝統構法の技能者・職方、建築実務者、市民の方々等の参画

による総合的知見を活かした協働研究方式で取り組んでいます。各自自立しながらも所属を超えて対

等な立場で自由に参画でき、必要に応じて連携することにより社会に向けてより大きな力を発揮でき

る場づくりを目指しています。（これまでの主な研究・活動の概要⇒http://karth.org/ ） 
 

■西陣 蘖
ヒコバエ

ノ家とは 

木造伝統構法の今後の都市への再生の可能性を、耐震・防火・居住性・温熱環境・歴史的まちなみ保

全、地球環境負荷の低減等の面から総合的・工学的に検証することを目的として、約 160 年前の江戸後

期築の町家を平成 12 年（2000 年）に改修した実験住宅です。 

★改修時に採用した木造伝統構法・竹小舞下地土壁による防火・耐震改修手法の有効性を防火・耐震実

験、振動実験で検証しました。 

★蘖(ヒコバエ)とは、「枯れ木の根元から新しい芽が生えること」を意味します。 

★伝統構法再生の学び舎。建物見学公開、貸会場、伝統構法再生の各種実験の場としても開放。 
 

・改修設計：悠計画研究所（田村佳英、武田眞理子）＆木下孝一（数寄屋研究所心傳庵大工棟梁）、ＷＭ23 名 

・改修施工：数寄屋研究所心傳庵、協力：銘木問屋松文商店、佐藤左官工業所 

・改修前後の振動実験：統括指導 鈴木 有 （秋田県立大学木材高度加工研究所 教授）、ＷＭ23 名 

・土壁耐震実験：統括指導 鈴木 有(前掲)、実験 村上雅英（近畿大学 助教授）＆村上研究室、ＷＭ22 名 

・土壁防火実験：統括指導 長谷見雄二（早稲田大学 教授）、実験協力 日本建築総合試験所、WM18 名 

・「京都西陣の町家再生～西陣蘖(ヒコバエ)ノ家～とその構造・防火温熱環境性能の検証」活動は、ＮPO 木の建築

フォラム主催・2003 年度第１回「木の建築賞大賞」を、研究者の方々と共同受賞 

外 観         ＬＤ（旧トオリニワ）  土壁防火実験（2000） 土壁耐震実験（2000）  振動実験（2001） 

会場 西陣蘖（ヒコバエ）ノ家       西陣蘖ノ家の防火・耐震改修仕様の実験、改修後の振動実験 
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ＫＡＲＴＨ 土壁に関連したこれまでの主な研究、活動（協働研究） 凡例 組合：京都左官協同組合 

1）耐震性 

①（Ｈ11-13）既存京町家の防火・耐震改修モデル＊の設計・施工（Ｈ11-12）及び 

同町家の改修前後の振動実験を通した総合的耐力性能評価の研究（Ｈ11-13） 

＊西陣ヒコバエノ家の振動実験：鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授） 

②（Ｈ12）伝統的軸組構法の木造土壁せん断耐力試験 

 統括指導：鈴木 有、実験：鈴木 有、村上雅英（近畿大学助教授） 
＜Ｈ12＞建築基準法の大改正（仕様規定から性能規定へ） 

③（Ｈ14）京町家防火・耐震工法開発の基礎研究（京都市補助研究） 

●既存京町家の構造研究（イ）構造特性実態調査 42 件、ロ）防火特性実態調査 

42 件、ハ）耐震診断 39 件、ニ）振動実験 2件（実験：鈴木 有）  

④（Ｈ15）京町家防火・耐震性能評価手法及び改修手法の開発（京都市補助研究） 

●既存京町家の①構造特性実態調査 4件、②耐震診断 43 件、③振動実験 3件 

●土壁せん断耐力実験による主要耐震要素の耐力性能の検証 

イ）水平せん断耐力実験（実大試験体 12 体、実験：小松幸平（京都大学木質科学研究所教授） 

ロ）要素試験体による耐力性能実験（要素試験体 17 体、実験：村上雅英（近畿大学助教授） 

＊試験体土塗り製作：組合、京都府左官技能専修学院 

＜Ｈ15＞国土交通省、建築基準法壁倍率見直し告示改正、 

＜Ｈ16＞国土交通省、見直し告示技術解説書発行 

⑤（Ｈ20～）｢構造総体としての耐震性能評価を取り入れた京町家改修指針作成に向けた研究｣ 

⑥（Ｈ22）「土塗壁の耐震性・防火性・耐久性の研究」（組合委託研究） 

＜Ｈ23＞京都市、H15 年 KARTH 実験仕様の告示に準じた仕様として運用開始 

⑦（Ｈ25～）「京都型土壁の優れた耐震性を適切に評価するための研究」 

京都左官協同組合、京都工芸繊維大学 森迫清隆教授・村本真 講師との共同研究 

⑧（Ｈ26～）「H15 年度 KARTH 実験仕様の告示準用仕様の整備」 
 
2）防火性 

①（Ｈ12）伝統的軸組構法の木造土壁の火災安全性実験（日本初） 

     地震後火災時の防火性能も検証、実験：早稲田大学長谷見雄二研究室 

②（Ｈ14）京町家防火・耐震工法開発の基礎研究（京都市補助研究） 

●既存京町家の外壁土壁防火補強仕様の防火実験 

実大試験体 2種：①妻壁裏返し塗無、②土壁腰板張の防火補強仕様、 

実験：早稲田大学長谷見雄二研究室、試験体土塗り製作：京都左官協同組合 

③（Ｈ15）京町家防火・耐震性能評価手法及び改修手法の開発（京都市補助研究） 

京町家の実態荷重調査研究、京町家の防火設計指針案の作成 

＜H16＞国土交通省防火告示改正（土壁裏返し塗りなし仕様の防火構造、化粧軒裏仕様 

の準耐火構造追加) 

④（H22）土壁の不燃材料としての性能検証―ガス有害性試験（組合委託研究） 
    
3）土壁に関するマニュアル等の作成・発行 

①（Ｈ16）既存京町家防火改修指針の作成（京都市補助研究） 

②（Ｈ17）既存京町家防火改修設計･施工マニュアル作成（同上） 

③（Ｈ18～19）既存伝統木造住宅の防火・耐震改修手引きの作成・発行 

④（Ｈ19～22）各地の建築実務者向け「既存伝統木造住宅の防火改修設計・施工マニュアル」、「同マ

ニュアル技術解説書」作成・発行（国土交通省補助他） 

⑤（Ｈ24～25）「建築実務者向け土壁設計・施工マニュアル」作成（組合との連携） 

⑥（Ｈ26）「建築実務者向け既存京町家の土壁設計・施工・維持管理マニュアル」の作成・発行 

（組合との連携） 
      
4）土壁の住まい 西陣ヒコバエノ家の温熱環境研究への協力 

①（Ｈ12～14）早稲田大学長谷見雄二研究室の研究への協力 

②（Ｈ25～）京都大学伊庭千恵美助教、鉾井修一名誉教授グループによる研究への協力 
 
5）研究成果の啓発 ＊組合との共催 

①（Ｈ16～17）KARTH シリーズ公開研究会開催「歴史的市街地に固有の住文化と 

暮らしに調和した既存伝統木造住宅の防火・構造安全性能を考える」（計 11 回） 

②（Ｈ23）セミナー開催「京都の土壁文化を住まい・まちづくりに活かす」＊ 

③（Ｈ24～25）土壁再生シリーズ公開研究会開催（計 9回）＊ 

④（Ｈ27）建築実務者向け講習会開催「良質で長寿命の土壁の家を造る」＊ 

Ｈ15 京町家土壁 

水平せん断耐力実験 

H14 京町家外壁土壁防

火補強仕様の防火実験 

建築実務者向け講習会開催＊ 

 


